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い） 、就職詐欺にあった若者 話もしばしば登場する。たとえばデリーに隣接するノイダで起こった事件はこうである。ある有名私立大学でＭＢＡを取得したラタン・ラージのところ 、 会社から
就職の面接をするという電話があった。ラタンは、会社の指示に従い登録料として二四〇〇ルピーを銀行口座に振り込んだ。 次には面接料として一万ルピーを要求してきた。不審に思ったラタンは、登録料の返還を要求したが、会社側はそれを拒否した。ラタンは地元警察に訴え、警察が会社を捜索したところ、当の会社は、登記をしていない違法なコールセンターで、就職のためのジョブポータルも運営 ことが判明した。ラ ンと同じよう 被害者は二〇〇人に上るという。　
別のケースでは、ＬＥＤ電球製















男性 女性 男性 女性
全年齢 1.7 1.7 3.0 5.2
若者（15-29 歳） 5.0 4.8 8.1 13.1
（注）ここでの失業の定義は、過去 1 年間に就職活動をし、か
つ 30 日以上の労働に従事していなかったことを指す。
（出所）National Sample SurveyOffice,Employment and
UnemploymentSituationinIndia2011-2012 ,2014. の
Statement6.1 およびStatement6.4 より作成。
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三倍近い開きがあり、さらに若者の四二・六％が失業またはワーキングプアの状態にある（参考文献②） 。　
若年失業率の高さは、インドも
例外ではない。二〇一一／一二年度現在で、労働者全体 失業率に比べると、 若者（一五歳～二九歳）の失業率は三倍弱に達し（表１） 、また失業者全体に占める若 の割合は九割近い。この割合 、インドの経済自由化が開始された一九九〇年代以降 どの調査結果においても変わっていない。　
他の特徴としては、以下の点が
指摘できる。農村に比べると都市の失業率は若者、全年齢ともに高








一九四七年のインド独立時点 は二〇のユニバーシティと五〇〇のカレッジしかなかったのが、二〇一四年段階では、ユニバーシティの数は五七校に、カレッジは三万八〇五六校まで増加 た。学生数も、一九五〇年の四 万人から約三〇〇〇万人へと膨張した。一八歳から二二歳 若者の粗就学率二六・六％、つまり若者の四人一人が高等教育で学んでいることになる（参考文献③） 。中国の三







男性 女性 男性 女性
非識字 2.3 0.8 2.5 1.6
初等教育 3.2 0.6 4.8 4.3
後期初等教育 4.2 4.6 5.1 5.8
前期中等教育 4.6 8.6 5.5 15.1
後期中等教育 6.5 13.8 12.0 14.6
ディプロマ 15.9 30.0 12.5 17.3
学士以上 19.1 29.6 16.3 23.4
中等教育以上 8.1 15.5 11.7 19.8
合計 5.0 4.8 8.1 13.1
（出所）表 1 と同じ。Statement6.5 より作成。

















（出所）表 1 と同じ。Statement6.5 より作成。
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大学でも文系 学部については企業からのアプローチはなく、就職課が存在しないか、あっても機能していない。ある就職ガイドブックによれば、 「毎年二五〇万人がカレッジを卒 するが、キャンパス・リ ルートメントで職を得た幸運な人以外は、 業後職探しをしなければならない。ここ闘いが始まる」 （参考文献⑤） 。　
企業による他の採用方法として
は、人材サービス会社への依頼および自社による直接採用がある。直接採用のなかには、内部登用らびに従業員の推薦も重要な手段として位置づけられている。言い換えればコネの重要性であ 。一五歳以上で二〇一四年に入職（就







06_特集.indd   18 17/03/03   11:17
19 アジ研ワールド・トレンド No.258（2017. 4）
特集：インドにおける大学生の就職問題
ターに対する規制も厳しかった。現在でこそ、インドはＩＴ大国と言われ、民間企業の役割は大きく拡大したものの、今なお公務員志向は非常に高い。特に 冒頭で触れた中央政府の公務員試験には、約一〇〇万人が申込みをし 実際には約四六万人が最初の予備を受け、最終的な合格者は約一〇〇〇人という狭き門だ。なかでもティーナーが就いた官僚機構のトップ職インド行政職（ＩＡＳ）は、わずか一八 人という高嶺の花　
なぜ、公務員が良いのか若者に
聞いてみると、何と言っても雇用保障、安い賃料で入れる公務員住宅や退職後もカバーされる医療保障など優遇された諸手当 そして仕事が楽といった点が挙げら た。「民間企業は、朝から晩まで働かせられ、しかもいつ首にされるかわからない」とほとんどの若者答える。高い給料を出す民間企業と公務員を比べて どちらを選ぶか尋ねると、 「インドでは、コーポレート・セクター（大規模民間企業）よりも政府で働いて る人の方が尊敬される」と答える。キャリア選択において親の意向が強く反映されるケースは少なくない。「私は、女性が働くなら良いポス
トに限る、さもなければ専業主婦になるべきと考える家の出身だ。朝八時に家を出て夜八時に帰宅するような働き方を、家族は許さない。だから民間部門は選ばない」 。　
大都市には、ものすごい数の公
務員試験合格のための予備校があり、公務員職であれば何でも良いという傾向もある。たとえば、高卒が学歴条件とされる村 職員ポストの合格者のほぼ半分が、ＭＢＡやエンジニアといった高学歴者だったという。 「コーポレート・セクターに入るためには （特に英語の）コミュニケーション能力やスマートさが要求される」というイメージもあり、英語で教育を受けてこなかった若者が二の足を踏む理由ともなっている。　
文系の学生には、教員も、特に
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